
 

 

「子どもと大人の関わりを、 

もっと大切にしていきたい！」 

 

 

 

 

 

 

親子で楽しむ簡単「ミニピザ」づくり 

～筑紫地区家庭教育支援チームちくしフレンズ～ 

 

令和元年 8 月に開催された「みそだまづくり」に続き、令和元年１２月２６日（木）、「春日

市ふれあい文化センター」において、家庭教育支援チームちくしフレンズ主催による「親子で

楽しむ簡単『ミニピザ』づくり」が開催されました。今回は、ギョウザの皮を使った「ミニピ

ザ」を親子一緒に、ホットプレートを用いてつくる体験活動です。保護者９名、子ども１８名、

合計２７名の参加でした。 

二人の講師とともに、チーズやトマト、コーン、ピザソースなどをギョウザの皮にのせてホ

ットプレートで焼き上げる簡単なミニピザづくりの活動を行いました。保護者からも、「子ども

とともに活動を行うことができて楽しかった。」という感想が複数ありました。さらに、社会教

育主事がミニゲームとともに行った講話「簡単アイスブレイク」においても「外遊びなどの体

験活動や小さな時の子どもと大人の関わりが大切なことがわかり、より気を付けていきたい。」

や「子どもとの関わりや大切にしなければならないことを簡単簡潔に聞けたのでとてもよかっ

た。」などの感想があり、保護者へ今後の子育ての一つの具体例を提案することができたようで

した。 

●講師（調理）： 

・北川 みどり 氏（料理研究家･食育指導師･味噌ソムリエ） 

・田中 さえ子 氏（ちくしフレンズコーディネーター･元公立小学校養護教諭） 

 

前回同様、小さなお子さんがいる保護者の方が

参加できるように、そして集中して活動に取り組

むことができるように、講話中や活動中に小さな

お子さんの見守りをチームちくしフレンズの「子

育てマイスター」が行いました。また、ミニピザ

をつくったあとにも、ゆっくり食べることができ

るように、30 分間の茶話会の時間をとりました。

保護者から「素敵な時間をありがとうございまし

た。」や、子どもたちから「楽しかったので、ま

たいっぱい来たい。」という感想があり、親子が

意欲的に楽しく活動に参加することができまし

た。 


